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募
集

催
し

講
座

相
談

皆
さ
ん
の
善
意

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会
の
傍
聴

教
育
委
員
会
総
務
課（
☎

（27）
２
７
８
５
）

時

９
月
28
日（
月
）午
後
２
時
開
始

場

市
役
所
北
館
４
階
会
議
室

定

７
人（
先
着
順
）

申

当
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
１
時
50
分

ま
で
に
直
接
会
場
へ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

新
し
く
決
ま
り
ま
し
た

社
会
福
祉
課（
☎

（27）
２
７
４
８
）

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

●
宮
前
町
区
＝
卯
月
由
美
子
さ
ん

宝
く
じ
の
助
成
金
で

会
議
所
備
品
を
整
備

行
政
課（
☎

（27）
２
７
０
２
）

　（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝

く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発
展
の
た
め
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
羽
黒
町
区
で
は
、

こ
の
宝
く
じ
の
助
成
金
を
利
用
し
て
、
パ

ソ
コ
ン
や
テ
レ
ビ
・
ス
ピ
ー
カ
ー
、
空
気

清
浄
機
、
卓
球
台
な
ど
会
議
所
の
備
品
を

整
備
し
ま
し
た
。
地
域
交
流
の
さ
ら
な
る

活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

お
知
ら
せ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
の

結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す

上
下
水
道
局
総
務
課（
☎

（30）
１
２
７
２
）

　
次
の
改
定
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

手
続
の
結
果
を
上
下
水
道
局
総
務
課
、
市

民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各
支
所
）、

市
HP
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

●
伊
勢
崎
市
水
道
事
業
経
営
戦
略（
伊
勢

崎
市
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
）改
定（
案
）

●
伊
勢
崎
市
下
水
道
事
業
経
営
戦
略
改
定

（
案
）

土
地
区
画
整
理
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

区
画
整
理
課（
☎

（27）
２
７
７
１
）

　
伊
勢
崎
駅
周
辺
第
二
土
地
区
画
整
理
審

議
会
委
員
の
選
挙
に
伴
い
、
選
挙
人
名
簿

の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
市
HP
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

時

９
月
25
日（
金
）か
ら
10
月
８
日（
木
）

ま
で

場

区
画
整
理
課

選
挙
期
日
　
11
月
10
日（
火
）

公
共
下
水
道
へ
接
続
し
ま
し
ょ
う

下
水
道
整
備
課（
☎

（27）
２
７
７
７
）

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
で
は
、

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
生
活
環
境
向
上
の
た
め
、
早
期
の

接
続
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　
公
共
下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、

く
み
取
り
便
所
や
浄
化
槽
を
廃
止
し
、
公

共
下
水
道
へ
接
続
す
る
工
事
が
必
要
で
す
。

工
事
は
、
必
ず
市
が
指
定
し
た
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

一
部
地
域
で
は
補
助
金
制
度
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
下
水
道
整
備
課
に
問

い
合
わ
せ
る
か
、
市
HP
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

銃
器
に
よ
る
害
鳥
駆
除︻
秋
期
︼

農
政
課（
☎

（27）
２
７
５
７
）

　
カ
ラ
ス
な
ど
の
鳥
類
に
よ
る
農
作
物
被

害
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佐
波
伊
勢

崎
猟
友
会
の
協
力
で
、
銃
器
を
使
用
し
た

害
鳥
の
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

　
実
施
者
は「
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
」と
書
か

れ
た
赤
い
腕
章
を
着
用
し
、
細
心
の
注
意

を
払
い
駆
除
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

時

９
月
27
日（
日
）午
前
６
時
～
10
時

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
の
減
免
制
度

国
民
健
康
保
険
課（
☎

（27）
２
７
３
７
）

　
国
民
健
康
保
険
に
は
医
療
費
の
減
免
制

度
が
あ
り
ま
す
。
や
む
を
得
な
い
事
情
で

収
入
な
ど
が
一
定
の
基
準
以
下
と
な
り
、

生
活
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
医
療
費
の
自
己
負
担
金
の
減

額
・
免
除
や
、
徴
収
の
猶
予
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
の
よ
う
な
場
合

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
や
、
火
災

な
ど
に
よ
り
、
重
大
な
損
害
を
受
け
た

●
干
ば
つ
・
冷
害
な
ど
に
よ
る
農
作
物
の

不
作
や
不
漁
で
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

●
事
業
の
休
止
・
廃
止
や
失
業
な
ど
に
よ

り
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た

新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の

支
給
対
象
に
な
る
人
は
請
求
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い

年
金
医
療
課（
☎

（27）
２
７
４
１
）

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年

金
な
ど
の
収
入
や
そ
の
他
の
所
得
が
一
定

基
準
以
下
の
年
金
受
給
者
を
支
援
す
る
た

め
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。
本
年
10
月
分
か
ら
新
た
に
支
給

対
象
と
な
る
人
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
請
求
手
続
き
の
案
内
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

期
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

●
65
歳
以
上
で
世
帯
員
全
員
の
市
民
税
・

県
民
税
が
非
課
税

●
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
の
所
得

額
の
合
計
が
92
万
６
５
０
０
円
以
下（
昭

和
31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
92

万
４
１
０
０
円
以
下
）

※
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
人
は
、
前
年
の
所
得
額
合
計

が
４
９
１
万
８
０
０
０
円（
税
法
上
の
扶

養
者
が
い
る
場
合
は
、
扶
養
者
の
人
数
な

ど
に
応
じ
た
金
額
を
加
算
し
た
金
額
）以

下
の
人
が
対
象
で
す

問

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７

０
（05）
４
０
９
２
）ま
た
は
前
橋
年
金
事
務

所（
☎
０
２
７
ー
２
３
１
ー
１
７
１
９
）

扶
養
親
族
等
申
告
書
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

年
金
医
療
課（
☎

（27）
２
７
４
１
）

　
老
齢
年
金
の
受
給
に
よ
り
所
得
税
お
よ

び
復
興
特
別
所
得
税
の
源
泉
徴
収
の
対
象

と
な
る
人
と
、
個
人
住
民
税
の
課
税
対
象

と
な
り
得
る
人
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

「
令
和
９
年
分
扶
養
親
族
等
申
告
書
」が
送

付
さ
れ
ま
す
。
扶
養
親
族
な
ど
が
い
る
人

は
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
各
種
控

除
が
受
け
ら
れ
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税

額
な
ど
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
は
９
月
中
旬
以
降
に
順
次
発
送
さ

れ
ま
す
。
提
出
が
必
要
な
人
は
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
期
限
ま
で
に
日
本
年
金
機

構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
源
泉
徴
収
対
象
者
は
、
65
歳

未
満
で
１
６
４
万
円
、
65
歳
以
上
で
２
１

４
万
円
を
超
え
る
老
齢
年
金
を
受
給
し
て

い
る
人
で
す
。
個
人
住
民
税
の
課
税
対
象

と
な
り
得
る
人
は
、
65
歳
未
満
で
98
万
円
、

65
歳
以
上
で
１
４
８
万
円
を
超
え
る
老
齢

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
で
す
。

問

扶
養
親
族
等
申
告
書
お
問
い
合
わ
せ

ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
ー
０
８
１
ー
２

４
０
）ま
た
は
前
橋
年
金
事
務
所（
☎
０
２

７
ー
２
３
１
ー
１
７
１
９
）

国
民
年
金
加
入
者
の
産
前
産
後
期
間
は

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

年
金
医
療
課（
☎

（27）
２
７
４
１
）

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以
上

59
歳
以
下
の
人
が
出
産
を
し
た
場
合
、
産

前
産
後
期
間
に
か
か
る
国
民
年
金
保
険
料

は
全
額
免
除
と
な
り
ま
す
。
免
除
期
間
は

保
険
料
を
納
付
し
た
と
み
な
し
、
老
齢
基

礎
年
金
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
必
ず
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４
カ
月
）以
上

経
過
し
て
の
出
産
の
こ
と
で
、
死
産
・
流

産
・
早
産
を
含
み
ま
す

免
除
対
象
期
間
　

●
単
胎
出
産
＝
４
カ
月
間

●
多
胎
出
産
＝
６
カ
月
間

申

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
申
請

で
き
ま
す
。
申
請
に
は
対
象
者
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
、
運
転
免
許
証
な

ど
本
人
確
認
が
で
き
る
物
、
母
子
健
康
手

帳
な
ど
の
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

電
子
申
請
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問

年
金
医
療
課
・
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
ま
た
は
前
橋
年
金
事
務
所（
☎
０
２

７
ー
２
３
１
ー
１
７
１
９
）

介
護
に
関
す
る
入
門
的
研
修

介
護
保
険
課（
☎

（27）
２
７
４
３
）

　
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
る
介
護
分
野
へ
の

多
様
な
人
材
の
参
入
を
促
進
す
る
た
め
、

介
護
に
興
味
の
あ
る
人
や
介
護
初
心
者
に

向
け
た
、
介
護
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識

や
技
術
を
学
べ
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
研
修
終
了
後
、
希
望
者
に
は
介
護
事
業

所
就
労
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
も
行
い
ま
す

時

10
月
26
日（
月
）・
27
日（
火
）・
28
日

（
水
）・
30
日（
金
）の
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時（
全
４
回
）

場

市
役
所
東
館
５
階
第
４
会
議
室

対

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
で
、

介
護
の
仕
事
を
し
て
み
た
い
人
、
ま
た
は

介
護
に
興
味
の
あ
る
人

定

25
人（
先
着
順
）

￥
　
無
料

申

９
月
８
日（
火
）か
ら
30
日（
水
）ま
で

に
専
用
HP
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・
メ

ー
ル
で
介
護
保
険
課（
（21）
４
８
４
０
、

kaigo@
city.isesaki.lg.jp

）へ

▲市HP

▲市HP

▲専用HP

今回の手話 「防災」
　「防ぐ」と「災害」の手話を組み合わせます。

①「防ぐ」
　片方の手のひらを正面に向
け、もう片方の手の指先で手
のひらを押し返します。

②「災害」
　片方の手の親指と小指を立
て、手の甲を正面に向けます。
もう片方の手の人差し指、中
指、薬指を立て、「く」の字を
書きます。

問　障害者センター（☎７５－５５３0）

手話を
やってみよう！ ▲手話の動

画はこちら




